
Ⅳ 診療

1. 医師・看護師等の離職防止と人材確保

Ⅰ
地
域
貢
献

（現状）
・医師の長時間労働などによる疲労度の増大が顕著
・看護師が慢性的に不足
・女性医師数（女性の臨床医学教員） 23名（平成24年4月現在）
・看護師の離職率 7 49％（平成23年度）

Ⅱ
教
育

現状あるいは課題

看護師の離職率 7.49％（平成23年度）
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（課題）
・医師・看護師等の離職防止と人材の確保が必要
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Ⅳ 診療

2. がん拠点病院としての機能の充実

Ⅰ
地
域
貢
献

（現状）
・腫瘍センター及び放射線腫瘍医学医師数
6名（平成24年5月現在）

・がん治療延べ患者数 30,825名（平成23年度）
内訳：放射線治療延べ患者数20,632名

Ⅱ
教
育

現状あるいは課題

内訳 放射線治療延 患者数 , 名
化学療法延べ患者数 （入院・外来計）10,193名

（課題）

・がん治療対策として、放射線治療・核医学科や腫瘍センター等
の医師の充足が必要

・看護師を含めたチーム医療体制の充実強化が必要
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Ⅳ 診療

3. 治療成績の一層の向上

Ⅰ
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（課題）
・診療の質に対する現状分析と一層の質の向上が必要

・臨床指標（クリニカルインディケーター）等について一層の情報
発信が必要
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・診療の質に対する現状分析と一層の質の向上が必要

・臨床指標（クリニカルインディケーター）等について一層の情報
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臨床指標をホームページへ
掲載し 毎年更新する

診療内容向上委員会を
設置・運営する

臨床指標（クリニカルイン
ディケーター）を設定し、改善
する

Ⅰ
地
域
貢
献

成果目標

掲載し、毎年更新するする

（仮称）診療内容向上委員会を設置・運営するとともに、医大版

臨床指標（Clinical Indicator)を定めて、診療の質と量に対する現状

分析を行い、一層の治療成績の向上を図る。

中期計画 Ⅱ
教
育

・診療の質と量に対する現状分析と一層の向上を検討する（仮称）診療内容
向上委員会の設置・運営
・臨床指標の設定と管理及び、ホームページへの掲載と更新

Ⅲ
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大学の取組

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

診療内容向上委
員会の設置・運営

臨床指標の設定・
公表

設置

設定・
公表

公表の継続と数値の改善

運営・実績報告
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公表 公表
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Ⅳ 診療

4. 患者満足の一層の向上

Ⅰ
地
域
貢
献

（現状）

・今後も医大を受診したいと思う外来患者の割合、診療内容に総合
的に満足している入院患者の割合とも90％以上（平成23年度）

・診療の待ち時間が長いと感じる患者の割合 35.3%（平成23年度）

Ⅱ
教
育

診療内容に総合的に満足している

現状あるいは課題

Ⅲ
研
究

思わない

1.4%

今後も医大を受診したいと思う

外来患者の割合

32 7%

7.1%

1.3% 0%

診療内容に総合的に満足している

入院患者の割合

（課題）
・診療内容に総合的に満足している人の割合の一層の向上が必要
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思う

98.6% 58.9%

32.7%
たいへん満足

やや満足

どちらでもない

やや不満

たいへん不満

診療内容に総合的に満足している人の割合の 層の向上が必要

・医療人の一層のホスピタリティマインドの醸成が必要
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Ⅳ 診療

5. 老朽・狭隘施設への対策

Ⅰ
地
域
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献

（現状）
・診療関連施設の老朽化（病院本館旧館は築50年）
・外来患者数の増加

（課題）

Ⅱ
教
育

現状あるいは課題

（課題）
・老朽かつ狭隘な施設への対策が必要
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（仮称）中央手術棟整備イメージ
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Ⅴ まちづくり

1. 教育・研究部門の円滑な移転と新キャンパス整備

Ⅰ
地
域
貢
献

（現状）
・大学施設の老朽化
・大学の敷地が狭隘であり、建て替え用敷地等が不足

（課題）
教育 研究部門の移転と適切 妥当な新キャンパスの整備が必要

Ⅱ
教
育

現状あるいは課題

・教育・研究部門の移転と適切・妥当な新キャンパスの整備が必要

Ⅲ
研
究 新キャンパスの平成３３年中の

オープンを目指す
教育・研究部門等移転対策
検討委員会を設置・運営する

成果目標

Ⅳ
診
療

平成３３年中の新キャンパスオープンを目指し、教育・研究機能

の充実と地域に貢献できる新たな機能を備えた整備計画を進める。

中期計画

大学の取組 県の役割Ⅴ
ま
ち
づ
く
り

・新キャンパスの移転整備（全額県
負担）

・医科大学を中心としたまちづくり
の推進

・教育・研究部門等移転対策検討
委員会の設置（大学と合同）

・平成３３年中の新キャンパスオープ
ンを目指した整備の推進（再掲:Ⅱ-
3）
・教育・研究部門等移転対策検討委
員会の県と合同での設置・運営（再
掲:Ⅱ-3）

大学の取組 県の役割
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平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

新キャンパス
の整備

基本構想
策定

基本設計
着手

建築工事
発注準備
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